
定例会の
主な内容

特別会計企業会計予算決算委員会での主な質疑

令和３年度　予算のあらまし

　第８回（２月）定例会は、２月 10日から３月 19日までの 38日間にわたり開催しました。
この定例会では、市長から令和３年度の施政方針が述べられた後、令和２年度関係議案及び

令和３年度関係議案等 56件、議員提出議案２件を審議し、いずれも原案のとおり議決しました。また、８人
の議員が一般質問（代表質問）を行いました。（P.6 ～ 10）
　ここでは、令和３年度の一般会計、特別会計（４事業）及び企業会計（３事業）の予算審議、歳入・歳出予
算額等の主な内容をお知らせします。

国民健康保険料の収納率
を向上させる新たな取組は。
国民健康保険料の納付に

ついては、キャッシュカード
を使って簡単に口座振替手続
ができる Pay-easy（ペイジ
ー）口座振替受付サービスや、
キャッシュレス決済サービス
を新たに導入することで、保
険料を納付しやすい環境の整
備を図り、さらなる収納率の
向上に努めていく。
�
認知症サポーター活動促

進・地域づくり推進事業の
内容は。
各地域包括支援センター

に設置されたコーディネー
ターが、認知症の方やその家
族との相談等の中で把握した

問

答

問
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生活上の困り事や希望などを
認知症サポーターによる支援
につなぐ事業で、認知症の方
ができる限り地域で自分らし
く暮らし続けることができる
支援体制を整備するもので
ある。
�
令和２年度までを計画期

間とする沼津市立病院新改
革プランの点検・評価結果
が、本予算にどのように反
映されているのか。
沼津市立病院新改革プラ

ンに対する評価委員会の点
検・評価結果において、今後
も引き続き、医師の確保や費
用削減の取組を進めるように
との意見があった。これを受
け、市立病院では、病院長や

問

答

リクルート担当の副院長が大
学医局を訪問し協力関係を強
化するなど、医師確保に精力
的に取り組み、令和３年度は、
麻酔科、泌尿器科において医
師を確保することにより、入
院外来収益の増加を見込んで
いる。また、診療に用いる材
料の購入に当たっては、全国
の医療機関の最新購入価格を
比較できるベンチマークを活
用して価格交渉に取り組んで
いくとともに、共同購入品の
採用を積極的に行うなど、費
用の削減を盛り込んでいる。
�
水道料金の納付に係る新

たな取組は。
時間や場所にとらわれず

スマートフォンで納付できる
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PayPay などのキャッシュレ
ス決済サービスを新たに導入
することにより、納付方法の
選択肢を増やし、水道使用者
の利便性の向上に取り組んで
いく。
�
水道事業において、建設

改良費を令和２年度に比べ
約７億円増額する理由は。
水源設備事業費において、

柳沢水源地電気設備更新工事
などの費用として、令和２年
度と比べ約１億 4,000 万円
の増、配水設備事業費におい
て、大平地内配水管布設工事
などの費用として、令和２年
度と比べ約５億 4,800 万円
の増を、それぞれ見込んだこ
とから増額するものである。
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会　　計 令和３年度予算額 令和２度予算額 増減率
国民健康保険事業 209億 7,200 万円 211億 7,500 万円 △ 1.0％
土地取得事業 6,300 万円 1億 2,000 万円 △ 47.5％
介護保険事業 170億円 166億 2,400 万円 2.3%

後期高齢者医療事業 27億 2,800 万円 26億 9,000 万円 1.4%
合　　計 407億 6,300 万円 406億　900万円 0.4%

特 別 会 計
　特別会計は、国民健康保険や
介護保険など特定の事業を行う
場合に、保険料などの特定の収
入でその支出を賄う会計です。

会　　計 令和３年度予算額 令和２年度予算額 増減率
病院事業 124億 1,300 万円 126億　400万円 △ 1.5%
水道事業 62億 6,900 万円 55億 7,500 万円 12.4%
下水道事業 105億 8,700 万円 98億 3,100 万円 7.7%
合　　計 292億 6,900 万円 280億 1,000 万円 4.5%

企 業 会 計
　企業会計は、地方公営企業法
の適用を受けて、公営企業会計
による独立採算制で行う会計で
す。

ぬまづ市議会だより  № 231 ＊ 2

一般会計予算決算委員会での主な質疑

一 般 会 計
総額1,411億3,200万円

令和３年度予算額 令和２年度予算額 比較増減 増減率
711億円 720億 6,000 万円 △ 9億 6,000 万円 △ 1.3％

令和３年度予算を可決しました!

令和３年度の予算編成に
当たり、どのような点に留
意したのか。
新型コロナウイルスの感

染拡大により、市民生活や事
業者の経営に多大な影響が出
ている中においても、市政運
営を継続して推進することが
重要と考えている。このこと
から、令和３年度予算におい
ては、新型コロナウイルスに
打ちかち、産業を元気にする
施策をはじめ、市民の健康や
安全・安心の確保、スポーツ
を活用したまちづくり、ＩＣ
Ｔの活用などの視点から、進
めるべき事業に必要な予算を
措置した。本予算に基づき、
静岡県東部における雄都沼津
を実現するため、市民や議会
と連携しながら各種施策に取
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り組んでいく。
�

新型コロナウイルス感染
症に係る固定資産税の軽減
措置の内容は。
新型コロナウイルス感染

症の影響により、事業収入が
減少した中小企業者等の税負
担を軽減するため、保有する
家屋や設備の固定資産税を、
令和３年度に限り軽減するも
のである。具体的には、令和
２年２月から 10月までの任
意の連続する３か月間の事業
収入が、前年同時期と比べ、
50％以上減少した場合は全
額軽減、減少幅が 30％以上
50％未満の場合は２分の１
軽減とするものである。
�

新しい働き方応援事業の
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内容と効果は。
新しい生活様式に対応し

た働き方を推進することを目
的に、市内企業を対象に、テ
レワーク等のデジタル技術を
活用した働き方改革やウェブ
面接等による人材確保の強化
に関するセミナー等を開催す
るとともに、専門家をアドバ
イザーとして派遣し、企業に
適した導入プランや運用プラ
ンの構築などの実践に向けた
コンサルティング支援を実施
するものである。これにより、
魅力ある就業環境の整備を図
り、地域経済を支える多様な
人材の確保につなげていく。
�

総合的治水対策整備事業 
の主な内容は。
常襲浸水地域の浸水被害

答
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の低減を図るため、沼川高橋
川流域地区においては、高橋
川の支流である井戸川雨水貯
留池の整備に向け、残り１件
の用地取得を進めた後、工事
用道路の整備を、大平地区で
は、大平江川排水機場の躯体
工事をそれぞれ実施するもの
である。
�

学校給食費の公会計化に
より期待される効果は。
これまで教職員が行って

きた保護者からの学校給食費
の徴収や滞納整理の業務を市
が実施することにより、教職
員の負担軽減が図られ、授業
内容の充実に向けた準備や研
究、児童生徒に向き合う時間
を確保することができ、よりよ
い教育環境の構築が図られる。
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　一般会計は、市民税などの市税を主な財源として、道路や学校の整備、
福祉やごみの処理などの事業を行うための会計です。

歳入総額
711億円

歳出総額
711億円

53.4％46.6％

自依
主存

財

源

市税
318億円
（44.7％）

その他
61億3,697万円
（8.7％）

国庫・県支出金
177億8,553万円
（25.0％）

市債
50億4,920万円
（7.1％）

その他 
103億2,830万円（14.5％）

財

源

民生費
284億
5,994万円
（40.0％）

土木費
102億7,908万円
（14.5％）

公債費
70億6,455万円70億6,455万円
（9.9％）

総務費　
64億7,438万円64億7,438万円
（9.1％）

教育費
63億2,875万円63億2,875万円
（8.9％）

消防費
26億9,652万円
（3.8％）

その他 
27億4,487万円

（3.9％）

衛生費　
70億5,191万円70億5,191万円
（9.9％）

歳　入 歳　出
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